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を
持
つ
の
か
、
又
そ
こ
に
我
が
国
の
如
何

な
る
歴
史
的
背
景
が
有
る
か
に
附
い
て
想

い
輸
さ
な
け
れ
ば
、
画
竜
点
晴
を
欠
く
事

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
ば
、
史
料

批
判
（Q

uellenkritik

）
の
方
法
と
歴
史

主
義
（H

istorism
us

）
の
思
想
と
に
拠
っ

て
近
代
歴
史
学
を
確
立
し
た
レ
ー
オ
ポ
ル

ト
・
フ
ォ
ン
・
ラ
ン
ケ
（Leopold von 

Ranke 1795

−1886
）
の
謂
う
が
如
く
、

歴
史
は
個
の
み
に
目
を
遣
れ
ば
不
分
明
と

な
り
、
全
体
性
の
み
に
目
を
遣
れ
ば
冷
や

か
（kühl

）
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

日
本
工
學
校
が
創
設
さ
れ
た
昭
和
十
二

年
は
日
中
戦
争
（
当
時
の
表
現
で
は
「
日

支
事
変
」）
が
勃
発
し
た
年
で
あ
り
、「
理

學
科
」
新
設
が
実
現
さ
れ
た
昭
和
十
五
年

は
そ
れ
が
拡
大
し
、
し
か
も
太
平
洋
戦
争

勃
発
の
前
年
で
あ
り
、
そ
の
為
に
昭
和
十

二
年
は
国
家
財
政
に
於
け
る
軍
事
費
が
急

増
し
て
約
三
、
二
九
三
、
九
八
九
、
〇

〇
〇
円
（
国
家
財
政
中
六
九
・
五
％
）
に
、

昭
和
十
五
年
は
約
七
、
九
六
三
、
四
九
〇
、

〇
〇
〇
円
（
国
家
財
政
中
七
二
・
五
％
）

に
な
っ
て
い
る
（「
帝
国
書
院　

統
計
・

ニ
ュ
ー
ス　

統
計
資
料　

歴
史
統
計　

軍

事
費　

第
Ⅰ
期
〜
昭
和
20
年
」
に
依
る
）
。

そ
の
結
果
、
軍
需
産
業
が
活
況
を
呈
し
、

高
等
教
育
機
関
に
於
け
る
「
國
防
科
學
」

研
究
の
充
実
や
「
航
空
科
、
軍
需
関
係
講

座
」
の
「
新
増
設
」（
昭
和
十
一
年
十
二

月
二
十
四
日
日
付
『
京東

朝
日
新
聞
』
夕
刊
）

と
な
り
、
更
に
「
軍
需
産
業
に
繋
が
る
理

工
科
系
統
」
で
は
「
萬
歳
の
春
」
と
な
り
、

「
各
大
學
の
工
學
部
で
は
應
用
科
學
、
機

械
、
電
気
、
造
兵
、
火
薬
、
船
舶
等
の
い

づ
れ
の
學
科
と
も
三
倍
か
ら
七
、
八
倍
」

「
採
鉱
冶
金
の
如
き
は
十
倍
近
い
」「
求
人

申
込
」
が
あ
る
（
昭
和
十
四
年
十
二
月
六

日
付
『
京東

朝
日
新
聞
』
夕
刊
）
状
況
が
現

出
し
た
。

　

理
系
学
部
も
充
実
し
た
総
合
大
学
へ
大

成
し
て
い
く
近
畿
大
学
の
歴
史
の
中
で
、

昭
和
十
二
年
の
日
本
工
學
校
創
設
は
そ
の

第
一
歩
を
、
更
に
同
十
四
年
日
本
工
業
學

校
の
創
設
・
同
十
五
年
の
理
学
科
新
設
は

大
き
な
第
二
歩
を
、
昭
和
十
八
年
の
大
阪

理
工
科
大
學
の
設
置
は
そ
の
第
三
歩
を
成

す
も
の
で
あ
る
と
想
わ
れ
る
。
今
回
取
り

上
げ
た
昭
和
十
五
年
の
理
学
科
新
設
が
近

畿
大
学
の
斯
か
る
歴
史
の
大
き
な
第
二
歩

で
あ
る
と
い
う
意
味
は
、そ
れ
迄
の
法
学
・

商
学
の
文
系
教
育
を
中
心
に
し
た
コ
ン
パ

ク
ト
な
専
門
學
校
と
い
う
性
格
の
前
身
校

が
、
理
系
教
育
も
包
含
し
て
質
的
変
化
を

遂
げ
、
し
か
も
一
挙
に
規
模
を
拡
大
す
る

と
い
う
新
紀
元
（Epoche

）
を
画
す
る

事
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

追
記

　

本
稿
で
は
近
畿
大
学
関
係
者
の
み
は

「
先
生
」
と
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
人
士

に
つ
い
て
は
敬
称
を
省
い
て
い
る
の
で
、

こ
の
点
は
諒
と
さ
れ
た
い
。

　

原
典
尊
重
の
観
点
か
ら
引
用
史
料
の
表

現
・
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
ま
ま

に
し
て
い
る
。

　
『
京東

朝
日
新
聞
』
及
び
『
阪大

朝
日
新
聞
』

は
朝
日
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
聞
蔵

Ⅱ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
」
で
閲
覧
し
て
利
用
し
た
。

（
近
畿
大
学
名
誉
教
授

建
学
史
料
室
特
別
研
究
員　

荒
木　

康
彦
）

学
外
訪
問
調
査

信
州
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
聞
き
取
り
調
査
報
告

　

各
地
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
訪
問
調
査
の
一

環
と
し
て
、
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
年
）

十
一
月
五
日
に
国
立
大
学
法
人
信

州
大
学
の
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー

（
長
野
県
松
本
市
）
で
見
学
と
聞

き
取
り
の
調
査
を
行
っ
た
。
調
査

に
は
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
長
・

人
文
学
部
教
授
の
渡
邉
匡
一
氏
と

同
セ
ン
タ
ー
特
任
教
授
の
福
島
正

樹
氏
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。
調

査
は
、
本
学
建
学
史
料
室
の
冨
岡

勝
研
究
員
が
担
当
し
た
。

　

信
州
大
学
は
、
昭
和
二
十
四

年
（
一
九
四
九
年
）
に
長
野
県
下

の
松
本
医
学
専
門
学
校
、
松
本
医

科
大
学
、
松
本
高
等
学
校
、
長
野

師
範
学
校
、
長
野
青
年
師
範
学
校
、

長
野
工
業
専
門
学
校
、
長
野
県
立

農
林
専
門
学
校
、
上
田
繊
維
専
門

学
校
の
前
身
校
を
包
括
・

併
合
し
て
設
置
さ
れ
、

令
和
元
年
に
創
立
七
〇

周
年
を
迎
え
た
。　

こ

の
創
立
七
〇
周
年
へ
の

取
り
組
み
を
契
機
と
し

て
、
信
州
大
学
の
歴
史

に
関
す
る
史
資
料
の
体

系
的
な
収
集
・
整
理
・

保
存
・
公
開
・
展
示
な

ど
を
実
施
す
る
組
織
と

し
て
、
平
成
二
十
九
年

（
二
〇
一
七
年
）
四
月
に
大
学
史
資
料
セ

ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
た
と
い
う
。

展
示
「
信
州
大
学
誕
生
」

　

ち
ょ
う
ど
同
セ
ン
タ
ー
の
第
二
回
企

画
展
と
し
て
「
信
州
大
学
誕
生　

残
さ

れ
た
文
書
が
語
る
誕
生
の
舞
台
裏
」
が「信州大学誕生」のポスターと展示風景
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開
催
さ
れ
て
い
た
の
で
、
福
島
氏
に
案
内

し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ま
ず
、
こ
の
展

示
を
見
学
し
た
。

　
「
大
学
内
各
所
に
残
さ
れ
た
文
書
や
資

料
を
通
し
て
、
開
学
に
至
る
ま
で
の
経
緯

や
関
係
者
の
様
々
な
思
い
を
探
り
、
大
学

誕
生
の
舞
台
裏
を
垣
間
見
た
い
と
思
い
ま

す
。」（
信
州
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
文
章
よ
り
）
と
い
う

趣
旨
の
展
示
で
あ
っ
た
。
戦
後
、
新
制
大

学
が
誕
生
す
る
際
、
当
初
は
前
身
諸
校
が

単
独
大
学
と
し
て
の
設
立
認
可
を
目
指
す

動
き
も
あ
っ
た
が
、
長
野
県
高
専
校
長
会

議
な
ど
を
通
じ
て
総
合
大
学
と
し
て
の
設

置
構
想
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
様
子
や
、

設
置
認
可
申
請
を
め
ぐ
る
文
部
省
と
の
や

り
と
り
、
関
係
者
の
苦
心
な
ど
が
史
資
料

を
通
し
て
具
体
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
て
、

興
味
深
く
見
学
し
た
。
こ
の
展
示
は
、
教

職
員
・
学
生
が
多
く
利
用
す
る
信
州
大
学

附
属
図
書
館
の
中
央
図
書
館
（
以
下
、
中

央
図
書
館
と
略
）
一
階
に
あ
る
展
示
コ
ー

ナ
ー
で
開
催
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
令
和

元
年
十
月
十
日
〜
十
二
月
十
八
日
と
、
令

和
二
年
三
月
十
八
日
〜
五
月
十
一
日
の
二

期
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
、
展
示
開
催
に

あ
わ
せ
て
、
図
書
館
内
の
ス
ペ
ー
ス
で
昼

休
み
に
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
」
や
「
知

の
森
昼
時
セ
ミ
ナ
ー
」
の
開
催
が
用
意

さ
れ
、
そ
の
旨
が
同
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
周
知
さ
れ
て
い
た
。
展

示
に
合
わ
せ
て
多
く
の
人
の
目
に
留
ま
り

や
す
い
場
所
で
展
示
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
展
示
に
合
わ
せ
て
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
な
ど
の
企
画
を
実
施
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
も
利
用
し
て
幅
広
く
周
知
し
て
い

る
点
は
本
学
に
と
っ
て
も
参
考
に
な
る
も

の
で
あ
っ
た
。

大
学
創
立
七
〇
周
年
を
契
機
に
設
置

　

中
央
図
書
館
で
の
展
示
見
学
の
あ
と
、

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
内
で
渡
邉
氏
と

福
島
氏
か
ら
、
同
セ
ン
タ
ー
の
設
立
経

緯
、
組
織
、
活
動
内
容
な
ど
に
つ
い
て
聴

取
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
簡
単
に
述
べ
る

と
、
周
年
行
事
を
契
機
と
し
て
設
立
さ
れ

て
主
に
令
和
元
年
の
周
年
行
事
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
周
年
行
事
以
後
の
活
動
発

展
に
む
け
た
準
備
も
積
極
的
に
進
め
て
い

る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
二
十

八
年
度
（
二
〇
一
六
年
度
）
の
設
立
準
備

を
経
て
、
平
成
二
十
九
年
四
月
に
、
信
州

大
学
附
属
図
書
館
内
の
も
と
で
の
組
織
と

し
て
設
立
さ
れ
て
い
る
。

　

同
年
三
月
十
七
日
に
制
定
さ
れ
た
「
信

州
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
規
程
」

で
、
同
セ
ン
タ
ー
の
目
的
は
、「
信
州
大

学
の
歴
史
に
関
す
る
資
料
（
以
下
「
歴
史

資
料
」
と
い
う
。
）
を
収
集
、
整
理
及
び

保
存
の
う
え
、
歴
史
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
を

構
築
し
、
公
開
、
展
示
等
の
業
務
を
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
定
め
ら
れ

て
い
る
。

　

業
務
内
容
は
、「
（
一
）
歴
史
資
料
の

収
集
・
整
理
・
保
存
に
関
す
る
こ
と
。（
二
）

歴
史
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
に
関
す
る

こ
と
。（
三
）
歴
史
資
料
の
公
開
、
展
示

等
に
関
す
る
こ
と
。（
四
）
そ
の
他
セ
ン

タ
ー
に
必
要
な
業
務
に
関
す
る
こ
と
。」

と
な
っ
て
い
る
。

　

組
織
構
成
は
、
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー

長
（
附
属
図
書
館
長
が
兼
任
）、
特
任
教

員
、
そ
の
他
必
要
な
職
員
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
例
え
ば
平
成
三
十
年
度
（
二
〇

一
八
年
度
）
の
組
織
構
成
は
、
セ
ン
タ
ー

長
一
名
、
特
任
教
授
一
名
、
技
術
補
佐
員

三
名
、
事
務
補
佐
員
一
名
と
な
っ
て
い
る
。

七
〇
周
年
記
念
を
中
心
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み

　

同
セ
ン
タ
ー
の
具
体
的
な
活
動
内
容

に
つ
い
て
も
拝
聴
し
た
。

　

令
和
元
年
度
（
二
〇
一
九
年
度
）
ま

で
は
、
創
立
七
〇
周
年
記
念
行
事
と
し

て
、
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
や
開
催

協
力
に
力
を
入
れ
て
き
た
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
主
要
な
も
の
と

し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
（
平

成
二
十
九
年
八
月
に
開
設
さ
れ
た
同
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
逐
次
告
知
）
。

平
成
三
十
年
度

　

第
一
回
企
画
展
「
信
州
大
学
今
昔
（
い

ま
む
か
し
）」（
信
州
大
学
創
立
七
〇

周
年
・
旧
制
松
本
高
等
学
校
一
〇
〇

周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
信

州
大
学
中
央
図
書
館
一
階
展
示
コ
ー

ナ
ー
で
開
催
）

　

第
一
回
企
画
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

（
信
州
大
学
中
央
図
書
館
一
階
展
示

「信州大学大学史資料センター」のポスター

「信州大学歴史探訪マップ　1873−2019」より
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ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
「
松
高
人
名
録
（
そ

の
一
）」・「
思
誠
寮
生
の
青
春
日
記
」

上
映

　
（
ま
つ
も
と
市
民
芸
術
館
二
階
シ
ア

タ
ー
パ
ー
ク
で
開
催
）

　
「
信
州
大
学
歴
史
探
訪
マ
ッ
プ
」
発
行

（
信
州
大
学
創
立
七
〇
周
年
・
旧
制
松

本
高
等
学
校
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
。

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
監
修)

　

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
「
信
州
大
学
歴
史
探

訪
〜
キ
ャ
ン
パ
ス
に
刻
ま
れ
た
記
憶

〜
」
のW

eb

公
開

　

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
「
松
高
人
名
録
（
そ

の
一
）」
のW

eb

公
開

　

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
「
思
誠
寮
生
の
青
春

日
誌
」
のW

eb

公
開

　

映
像
「
信
州
大
学
の
あ
ゆ
み
〜
信
州
の

高
等
教
育
：
黎
明
期
か
ら
大
学
誕
生
ま

で
〜
」
のW

eb

公
開
（
信
州
大
学
創

立
七
〇
周
年
・
旧
制
松
本
高
等
学
校
一

〇
〇
周
年
記
念
事
業
。
大
学
史
資
料
セ

ン
タ
ー
監
修
）

　

映
像
「
池
上
彰
氏
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
『
信
州
の
高
等
教
育
黎
明
期
』」
の

W
eb

公
開
（
信
州
大
学
創
立
七
〇
周

年
記
念
式
典
第
二
部
の
映
像
。
出
演
者

は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
信
州
大
学
経
法

学
部
特
任
教
授
池
上
彰
氏
、
信
州
大
学

副
学
長
・
附
属
図
書
館
長
・
大
学
史
資

料
セ
ン
タ
ー
長
渡
邉
匡
一
氏
、
信
州
大

学
広
報
ス
タ
ッ
フ
会
議
外
部
広
報
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
川
﨑
紀
夫
氏
）

　

第
二
回
企
画
展
「
信
州
大
学
誕
生
」（
信

州
大
学
創
立
七
〇
周
年
・
旧
制
松
本
高

等
学
校
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
、
信
州
大
学
中
央
図
書
館
一
階

展
示
コ
ー
ナ
ー
で
開
催
）

　

こ
う
し
た
展
示
や
行
事
に
力
を
入
れ
る

と
と
も
に
、
卒
業
生
や
地
域
の
方
々
に
歴

史
資
料
の
寄
贈
を
呼
び
か
け
、
四
箇
所
の

キ
ャ
ン
パ
ス
（
松
本
キ
ャ
ン
パ
ス
、
上
田

キ
ャ
ン
パ
ス
、
長
野
キ
ャ
ン
パ
ス
、
伊
那

キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
所
在
す
る
歴
史
資
料
の

状
況
把
握
と
整
理
・
保
存
活
動
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、県
内
の
教
育
関
連
機
関（
例

え
ば
旧
制
高
等
学
校
記
念
館
な
ど
）
と
連

携
し
て
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
の
構
築

な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

創
立
記
念
事
業
以
降
の
構
想

　

七
〇
周
年
記
念
行
事
終
了
後
の
同
セ
ン

タ
ー
の
活
動
に
つ
い
て
伺
っ
た
と
こ
ろ
、

今
後
は
信
州
大
学
に
関
す
る
歴
史
資
料
を

学
内
外
か
ら
収
集
し
て
整
理
・
保
存
し
、

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
を
構
築
し
て
公

開
す
る
な
ど
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
と
し
て
の

活
動
に
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
で
に
学
内
に
検

討
部
会
が
設
け
ら
れ
、
将
来
の
一
〇
〇
年

史
編
纂
も
視
野
に
い
れ
た
中
・
長
期
計
画

の
構
築
も
検
討
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

今
回
、
信
州
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン

タ
ー
を
訪
問
し
、
周
年
事
業
と
連
動
し
た

大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ス
の
具
体
的
な
活
動
例

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
と
と
も

に
、周
年
事
業
を
契
機
と
し
な
が
ら
も
中
・

長
期
的
な
観
点
を
も
っ
て
大
学
の
歴
史
に

関
す
る
史
資
料
の
整
理
・
保
存
・
公
開
に

取
り
組
む
た
め
の
具
体
的
な
準
備
の
必
要

性
を
あ
ら
た
め
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

渡
邉
匡
一
セ
ン
タ
ー
長
、
福
島
正
樹
特

任
教
授
を
は
じ
め
と
し
た
同
セ
ン
タ
ー
の

皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

（
追
記
）
訪
問
時
に
伺
っ
た
同
セ
ン
タ
ー

の
将
来
構
想
が
、
令
和
元
年
十
一
月
十
八

日
、
学
術
情
報
・
図
書
館
委
員
会
大
学
史

資
料
セ
ン
タ
ー
検
討
部
会
『
大
学
史
資
料

セ
ン
タ
ー
検
討
部
会
報
告
書
：
信
州
大
学

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
活
動
評
価
及
び

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
』
と
し
て
ま
と
め

ら
れ
、
信
州
大
学
学
術
情
報
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ス
テ
ム
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

同
年
十
一
月
二
十
日
に
は
、
同
セ
ン
タ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
で
、
渡
邉
セ
ン
タ
ー
長

名
で
、
従
来
の
活
動
に
加
え
て
「
新
た
な

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
『
信
州
大
学
一
〇
〇

年
史
の
編
纂
』
を
行
う
こ
と
、『
自
校
史

教
育
』
の
更
な
る
充
実
を
図
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

引
用
部
の
表
現
・
漢
字
は
原
典
尊
重
の

観
点
か
ら
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
。

（
教
職
教
育
部
教
授

　

建
学
史
料
室
研
究
員　
　

冨
岡　

勝
）

コ
ー
ナ
ー
で
開
催
）

　
「
知
の
森
昼
ど
き
セ
ミ
ナ
ー
」
で
の
セ

ミ
ナ
ー
開
催
①
「
信
州
大
学
誕
生
」（
講

師
：
福
島
正
樹
氏
）、
②
「
松
高
生
の

青
春
日
記
」（
講
師
：
渡
邊
匡
一
氏
）（
信

州
大
学
中
央
図
書
館
一
階
自
由
学
習
ス

ペ
ー
ス
で
開
催
）

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
企
画
展
示
「
信

州
大
学
今
昔
（
い
ま
む
か
し
）」（
信

州
大
学
中
央
図
書
館
一
階
展
示
コ
ー

ナ
ー
で
開
催
）

　

連
携
企
画
展「
松
高
人
名
録（
そ
の
一
）」

（
旧
制
高
等
学
校
記
念
館
、
信
州
大
学

日
本
文
学
分
野
・
信
州
大
学
大
学
史
資

料
セ
ン
タ
ー
の
連
携
企
画
）
旧
制
高
等

学
校
記
念
館
一
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催

　

信
州
大
学
創
立
七
〇
周
年
・
旧
制
松
本

高
等
学
校
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
プ

レ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
赤
レ
ン
ガ
で
つ

な
ぐ
と
き
、ま
ち
、ひ
と
」（
信
毎
メ
デ
ィ

ア
ガ
ー
デ
ン
１
階
ホ
ー
ル
で
開
催
）

令
和
元
年
度
（
十
一
月
五
日
ま
で
）

　

周
年
記
念 

企
画
展
示
「
信
州
大
学
今

昔
（
い
ま
む
か
し
）」（
信
州
大
学
の
沿

革
お
よ
び
各
学
部
の
系
譜
）
ま
つ
も
と

市
民
芸
術
館
一
階
・
二
階
で
開
催

　

ム
ー
ビ
ー
「
信
州
大
学
の
あ
ゆ
み
」
上
映

　
（
ま
つ
も
と
市
民
芸
術
館
二
階
シ
ア

タ
ー
パ
ー
ク
で
開
催
）


